
フレイル予防事業
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

松戸市 健康推進課

令和４年6月23日
フレイル予防事業

令和４年度第１回会議
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（１）事業実施体制・昨年度実施結果（全体）

（２）ポピュレーションアプローチ
① 令和３年度フレイル予防チャレンジ実施結果
② 令和４年度実施内容

（３）ハイリスクアプローチ
① 令和３年度実施結果（低栄養・口腔機能低下・健康状態不明者）
② 令和４年度実施内容

（４）令和４年度のスケジュール

本日の内容
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（1） 令和４年度フレイル予防事業推進体制

地域包括ケア
推進課

国保年金課

健康状態
不明者

通いの
場等

薬剤師会

医師会

リハビリ連
絡会

歯科医師会

聖徳大学
人間栄養学部

フレイル予防担当

連携会議
年２回

地域包括支援
センター代表

協議

健康教育・体力測定・普及啓発・健康相談

フレイル該当者に電話・家庭訪
問で個別支援

ハイリスクアプローチ

庁内会議
年４回

協議

低栄養口腔機
能低下

ポピュレーションアプローチ

イベ
ント

家庭訪問・電話

必要に応じて健診・医療・介
護・社会参加へつなぐ

直営 直営

店舗

15地区に対して実施

地域保健班

健康推進課

医師会
委託

3



令和３年度一体的事業（フレイル予防事業）結果
区
分
主な事業内容 対象 アプローチ方法 実績

令和2年度 令和２年
度合計

令和3年度 令和３年
度合計

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

まつどフレイル予防
チャレンジ（講話＋体
力測定、６か月間）

通いの場、老人クラブなど ・定例会でPR
・代表者に案内郵送
・市の出前講座リストに
掲載

6団体15回
延208人

延542人

14団体23
回

延274人
延640人

累計
1182人

健康教育（講話・単
回）

オレンジ協力員研修会、民生
委員地区役員会など

４団体5回
延82人

12団体12
回

延205人
普及啓発・
出張健康相談

コンビニなどでの出張相談な
ど

地域包括と連携、来店し
た方に声をかける

8回
延252人

42回
延161人

ハ
イ
リ
ス
ク

低栄養 前年度後期高齢者健康診査受
診者のうち項目該当者

アンケート送付後
家庭訪問、電話、郵送

訪問44人
電話35人

訪問211
電話91
計302人

訪問67人
電話55人

訪問155
電話145
計300人

累計
602人

口腔機能低下 前年度歯科口腔健診受診者の
うち項目該当者

アンケート送付後
家庭訪問、電話、郵送

未実施 訪問22人
電話45人

健康状態不明者 過去２年以上健診・医療・介
護の利用のない方

アンケート送付後
家庭訪問、電話、郵送

訪問143人
電話28人

訪問55人
電話22人

ポピュレーションで把
握したフレイル該当者
など

コンビニ、老人福祉センター
でのフレイルチェック、フレ
イル予防チャレンジ3回目該
当者（質問票5/15該当など）

家庭訪問、電話、郵送 訪問24人
電話28人

訪問11人
電話23人
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参加者の声
・自分の体について知ることが出来てよかった。
・よく食べよくかむことが大事だと分かった。
・毎食たんぱく質を食べようと思う。
・口の体操をしたいと思う。
・高齢期を元気に生きたい！

健康教育、体力測定、質問票記入を組み合わせて行い、初回から6か月後に
再度測定し評価を行う（保健師、管理栄養士、歯科衛生士、看護師）
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（２）-① 令和３年度まつどフレイル予防チャレンジ実施結果



フレイル予防
チャレンジ
実施結果
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0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

問1 あなたの現在の健康状態はいかがですか

問2 毎日の生活に満足していますか

問3 1日3食きちんと食べていますか

問4 半年前に比べて固いもの（さきいか・たくあんなど）が食べにくくなり…

問5 お茶や汁物等でむせることがありますか

問6 6か月間で2～3㎏以上の体重の減少がありましたか

問7 以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか

問8 この1年間に転んだことがありますか

問9 ウォーキング等の運動を週に1回以上していますか

問10 周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘れがあると言われ…

問11 今日が何月何日かわからない時がありますか

問12 あなたはたばこを吸いますか

問13 週に1回以上は外出していますか

問14 ふだんから家族や友人と付き合いがありますか

問15 体調が悪い時に、身近に相談できる人がいますか

問16 ここ2週間、わけもなく疲れた感じがする

初回・6か月後
質問票該当率変化

初回該当率 6か月後該当率

悪化

改善

改善

令和４年６月時点
６か月後終了11団体
初回と最終回に参加した80人

改善

改善：食習慣、社会参加、疲
労感
悪化：転倒

※±３％以上



令和４年６月時点
６か月後終了11団体
初回と最終回に参加した80人

フレイル予防チャレンジ実施結果
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0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
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握力 滑舌 歩行速度

初回・6か月後
測定項目 該当率変化

初回該当率 6か月後該当率

40.0%

13.8%

18.8%

16.3%

33.8%

56.3%

7.4%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

初回

最終回

フレイル認知度

知らなかった 言葉だけ知っていた 内容も知っていた 無回答

測定項目はすべての項目において若干ずつではあるが、該当者数が減少し、改善している。
フレイル認知度のアンケートより、言葉だけでなく内容も知っている人が２０％以上増加。



8

（2）－② 令和４年度実施内容 イベントへのブース出展

元気応援フェスタ2022
R4.4.28 実行委員会主催 事務局地域包括ケア推進課
お口の健康チェック（松戸歯科医師会）参加者43名

お口の健康チェックブース



https://locomo-joa.jp/check/test/two-step.html

https://locomo-joa.jp/check/test/two-step.html

元気応援フェスタ2022
ロコモ・認知症簡易チェック：参加者22名
松戸市リハビリテーション連絡会
【ロコモチェック】
※2stepテスト
※立ち上がりテスト
◎フレイル予防DVDから体操指導

【認知症】
※認知症チェック（松戸市サイトより）
◎フレイル予防DVDからコグニサイズ指導

写真転載不可
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令和４年度 各種事業との連携
健康栄養講座×フレイル簡易チェック

試食の提供

健康推進課にて従来より行っていた健康栄養講座の終了後に
フレイル簡易チェック（質問票、握力、滑舌、指輪っかテス
ト）を行い、50~60代の22名が参加。



令和４年度 各種事業・民間との連携（予定）

11

フレイル簡易チェック＋講話
健康マルシェ＠はれの日サロン（常盤平）

フレイル簡易チェック×グラウンド・ゴルフ大会

その他事業等と
の連携も調整中

健康推進員・食生活改善サポーター
によるフレイル予防の市民への普及

写真非公開



アセスメント

相談

セルフケアのアドバイス

管理栄養士・歯科衛生士 保健師・看護師

初回

受診勧奨
かかりつけ医に
相談
地域包括支援セ
ンターへの接続

必要に
応じて

セルフケア状況等の確認

相談・助言・改善計画の見直し
2回目

3か月後

３回目
６か月後

セルフケア状況等の確認

支援終了・評価

食事内容
確認

認知症の
早期把握

社会参加
運動習慣

調理の工夫
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（3）-①令和３年度 低栄養者に対するフレイル予防プログラム

口腔体操
唾液腺マッ
サージ助言 生活環境

の調整

体重・握力・滑舌測定・
質問票記入

体重・握力・滑舌測定

通いの場など

訪問、電話、郵送を
組み合わせて行う



アンケート送付
117人 100％

返送あり
85人 73％

返送なし
29人 25％

令和３年度 低栄養支援結果【骨折既往】

1回の電話で終了
30人 26％

1回目訪問
52人 44％

前年度健診BMI18.5未満かつ骨折の既往のある方
76歳以上90歳未満（介護保険サービス利用者・要介
護１以上、前年度対象者を除く）
アンケート送付8/12 返信用封筒にて回収8/31まで

転居・死亡
３人 3％

連絡つかず
3人 3％

2回目 訪問2人
電話45人

計47人 40％

3回目訪問
38人 33％

支援終了
9人 8％

手紙を添えた
資料の郵送
16人 14％

訪問
7人 6％

電話支援
15人 13％

連絡つかず
5人 4％

介護サービス
利用

1人 1％

支援済
(フレイル予防

チャレンジにて)
1人 1％

手紙を添えた
資料の郵送

10人 9％

支援終了
5人
４％

先に実施した口腔機能低下に比べ、コロナ禍の影響が少なかったため、訪問に応じる人も比較的多
く、支援した割合、プログラム終了率が他の取組に比べ高い結果となった

支援した人の割合 104人 89％
プログラム終了率 38人 33％
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フレイル予防プログラム 【骨折既往】 実施結果

体重：改善+1ｋｇ以上、維持±1ｋｇ未満、悪化－1ｋｇ以上
（大和市資料より）

握力：改善+1ｋｇ以上、維持±1ｋｇ未満、悪化－1ｋｇ以上
（文部科学省資料より）

滑舌：改善＋0.3回/秒以上、維持±0.2回、悪化－0.3回（文献なし）
質問票：改善－２点以上、維持±１点、悪化＝＋２点以上（文献なし）

改善 維持 悪化 測定なし

体重 10 22 6 0
握力 10 19 7 2
滑舌 11 19 5 3

質問票 13 25 0 0

２回以上訪問（電話）し測定できた38人の測定項目別結果内訳

すべての結果において維持が最も多く、次に改善が多い結果となった。長年、体重変化のない人たちが
多かったが、食事のバランスや運動習慣の大切さを理解していた。体重減少がみられた方も食事、運動
の大切さを改めて認識し、体重増加につながったケースもあった。質問票の結果は、初回に比べ最終回
の時期がコロナ感染症流行が落ち着いていたためか、主観的健康観の改善につながった人が多かった。

改善・
維持

84％

76％

79％

100％13

11

10

10

25

19

19

22

0

5

7

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問
票

滑舌

握力

体重

改善 維持 悪化
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フレイル予防プログラム【骨折既往】取組結果

目標
※本人と相談して立てた目標を集計

目標を
立てた
人数

達成度

〇
できた

△
部分的にで

きた

×
できなかっ

た

栄養
食生活

たんぱく質摂取増 ２７ ２１
（78％）

５
（19％）

１
（3％）

食事のバランス ７ 4 2 1
規則正しい生活 1 1

口腔
体操

１日１回以上行う ３７ １９
（51％）

１０
（27％）

８
（22％）

よく噛む 1 １
運動 新規 ２２ １５

（68％）
３

（14％）
４

（18％）

継続 １１ ９ ２
強化 ７ 3 1 3

生活 禁煙 1 1

目標シートで取り組みの様子が確認できた３９人

・たんぱく質摂取を増やす目標は約８
割の人が達成し、取り組みやすい目標
であった。
・口腔体操についての目標は達成でき
る人は半数以上ではあるが、2～3割は
できない結果であったため、伝え方の
工夫が必要。
・運動習慣の継続は目標達成率が高い。
運動習慣がほとんどない人は、７割近
くが運動習慣がついた。



アンケート送付
23人 100％

返送あり
13人 57％

返送なし
10人 43％

令和３年度 低栄養支援結果【1日３食未満】

1.２回の電
話で終了

4人 17％

包括・ケアマネと連携 4人 17％

３回目訪問
6人 26％

死亡
1人
4％

前年度健診BMI20未満かつ質問票3および6該当
76歳以上90歳未満（介護保険サービス利用者・要介
護１以上、前年度対象者を除く）
アンケート送付8/12 返信用封筒にて回収8/31まで

骨折既往や口腔機能低下の対象者に比べ返送率が低かった。
食事のバランスが悪い人、食事に関心がない人などが多くみられた。

支援
拒否
1人
4％

手紙を添えた
資料の郵送
2人 9％ 支援拒否

1人 4％

1回目訪問
7人 30％

訪問
4人 2％

電話支援
2人 8％

手紙を添
えた資料
の郵送
２人
8％

連絡つかず
(事業対象者)
１人 4％

支援拒否
１人 4％

転出・
死亡

2人 8％

2回目 訪問1人
電話6人

計7人 30％

支援した人の割合 17人 74％
プログラム終了率 6人 26％
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フレイル予防プログラム 低栄養【１日３食未満】 実施結果

体重：改善+1ｋｇ以上、維持±1ｋｇ未満、悪化－1ｋｇ以上
（大和市資料より）

握力：改善+1ｋｇ以上、維持±1ｋｇ未満、悪化－1ｋｇ以上
（文部科学省資料より）

滑舌：改善＋0.3回/秒以上、維持±0.2回、悪化－0.3回（文献なし）
質問票：改善－２点以上、維持±１点、悪化＝＋２点以上（文献なし）

改善 維持 悪化 測定なし

体重 2 3 1 0
握力 4 1 1 0
滑舌 1 4 1 0

質問票 5 1 0 0

２回以上訪問（電話）し測定できた6人の測定項目別結果内訳 改善・
維持

83％

83％

83％

100％

すべての項目において概ね維持・改善の結果となった。生活が不規則で朝と昼が一緒の1日２食
の場合や、３食食べているが１食は炭水化物中心の簡単な食事ですませてしまう人などがいた。
栄養補助食品や牛乳など、２食では補いきれない栄養が手軽に取れる方法の提案をした。
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フレイル予防プログラム【１日３食未満】取組結果

目標
※本人と相談して立てた目標を集計

目標を
立てた
人数

達成度

〇
できた

△
部分的にで

きた

×
できなかっ

た

栄養
食生活

たんぱく質摂取増 ４ ２
（50％）

１
（25％）

1
（25％）

１日３食食べる 1 1
口腔
体操

１日１回以上行う ６ ３
（50％）

２
（34％）

１
（16％）

運動 新規 ４ ３
（75％）

０
（0％）

１
（25％）

継続 １ １

目標シートで取り組みの様子が確認できた６人

・食生活は介入により栄養状態が良い
方向になった人が多かった。
・口腔体操を始める目標が達成できた
人は半数以上であり、口腔機能向上の
意識がついたとみられる。
・運動習慣がほとんどない人において
も、８割近くの人が目標達成できた。



アセスメント

相談

セルフケアのアドバイス

歯科衛生士 保健師・看護師・
管理栄養士

初回

受診勧奨
かかりつけ医・
歯科医に相談
地域包括支援セ
ンターへの接続

必要に
応じて

セルフケア状況等の確認

相談・助言・改善計画の見直し

2回目
3か月後

３回目
６か月後

セルフケア状況等の確認

支援終了・評価

成人歯科健康診査
歯科定期受診

食事内容
確認

認知症の
早期把握

社会参加
運動習慣

令和３年度 口腔機能低下者に対するオーラルフレイル予防プログラム

口腔清掃
口腔体操
唾液腺マッ
サージ助言 生活環境

の調整

体重・握力・滑舌
口腔水分量・舌圧測定

体重・握力・滑舌
口腔水分量・舌圧測定

体重・握力・滑舌測定
質問票記入

口腔水分量・舌圧測定

通いの場など

訪問、電話、郵送を
組み合わせて行う

19



アンケート送付
86人 100％

返送あり
70人 81％

返送なし
16人 19％

令和2年度歯科口腔健診受診者（414人）のうち
構音評価、反復嚥下テスト、口腔乾燥所見、
問診項目（固いものが食べにくい、むせる）該当
介護サービス利用者を除く項目2項目※いずれか該当
アンケート送付5/20
返信用封筒にて回収6/15まで

1回の電話で終了
45人 52％

手紙を添えた
資料の郵送
26人 30％

連絡つかず
3人 3％

1回目訪問
22人 26％

2回目訪問3人
電話17人
計20人 23％

3回目訪問
19人 22％

支援終了
２人 2％

支援終了
1人 1％

令和３年度 口腔機能低下 支援結果

支援した人の割合
67人 80％

プログラム終了率
19人 22％

1回目の訪問に結び付けられることができれば、ほぼ全員に３回目まで支援することができた。 20



オーラルフレイル予防プログラム 測定結果

滑舌：改善＋0.3回/秒以上、維持±0.2回、悪化－0.3回以上
舌圧：改善＋3以上、維持±３未満、悪化－３以上
口腔水分量：改善＋３以上、維持±３未満、悪化－３以上
握力：改善+1ｋｇ以上、維持±1ｋｇ未満、悪化－1ｋｇ以上
質問票：改善－２点以上、維持±１点、悪化＝＋２点以上

改善 維持 悪化 測定な
し

滑舌 8 10 1 0
舌圧 7 6 5 1

口腔水分量 2 9 8 0
握力 12 5 2 0
質問票 4 11 4 0

３回目の訪問で測定した19人の結果内訳

・滑舌、舌圧、握力、質問票などの結果から多くの人が改善・維持している。
・口腔水分量は１回目が夏、3回目が冬であり、空気が乾燥する時期と関係する可能性あり。
・最初に半年後に再度測定すると伝えているので、頑張って口腔機能改善に取り組む人が多い。 21

改善・
維持

95％
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改善 維持 悪化
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オーラルフレイル予防プログラム（口腔機能低下）取組結果

目標
※本人と相談して立てた目標を集計

目標を
立てた
人数

達成度

〇
できた

△
部分的に
できた

×
できなかっ

た

口腔清掃 強化 1 1
口腔体操 新規 13 6

（46％）
2

（15％）
5

（38％）

継続 1 1
栄養
食生活

たんぱく質摂取増 10 10
水分摂取量増 2 2

運動 新規 9 5
（56％）

2
（22％）

２
（22％）

継続 2 2
強化 1 1

交流 継続 1 1

目標シートで取り組みの様子が確認できた１5人

・元々行っていた口腔体操や運動を継続
する目標は全員が達成できた。
・たんぱく質、水分摂取量増加も全員が
達成し、取り組みやすいことがわかった。
・口腔体操や運動を新たに始める目標は
部分的にでも達成できる人は半数以上で
はあるが、2～3割はできない結果であっ
たため、伝え方の工夫が必要。



アンケート送付
100人

返送あり
40人

返送なし
60人

77歳（S18年生まれ）
R2およびR1年度健診・医療・介護利用なし
アンケート送付10/25 返信用封筒にて回収11/15まで

令和３年度 健康状態不明者 支援結果

電話
23人

アポイントなし訪問
58人

不在⇒
包括訪問14人

死亡
1人

継続支援
4人

継続支援
2人

継続支援
25人

電話応答なくアポイントなし訪問
15人

不在⇒
包括訪問4人

医療受診
確認
１人

対象外
確認
1人

転出
1人

包括連携 ５人

会
え
た
1
人

イン
ター
フォン
越し 1
人

近隣
情報
あり
２人

転
出
1人

会
え
た
8
人

イン
ター
フォン
越し 1
人

近隣
情報
あり
4人

居
所
不
明
1
人

23



令和３年度 健康状態不明者 個別事例

個人情報のため非公開

24



健康状態
不明者

・77歳（S19生まれ）R2.R3（2年間）医療・健診・介護なし
・79歳（S17生まれ）R2.R3（2年間）医療・健診・介護なし
・80歳（S16生まれ）R2.R3（2年間）医療・健診・介護なし

低栄養

およそ
500人

（3）－② 令和４年度のハイリスクアプローチ対象者の抽出条件

前年度歯科口腔健診受診者（77歳）のうち
①喫煙習慣あり
②「半年前に比べて固いものがたべにくい」かつ
「お茶や汁物で むせることがある」

③歯磨き回数１回/日以下
④口腔乾燥所見あり
⑤嚥下機能診査（反復嚥下テスト）３回未満
⑥総合評価 要指導（口腔清掃）かつ歯肉から出血あり

口腔機
能低下
介護サービ
ス利用者を
除く

８月アンケート送付予定

76歳～78歳のうち、大腿骨・椎体・上腕等の脆弱性骨折既往者。
KDBで認知症に該当、または一定以上の介護サービス利用者を除く。
（明第１・本庁・新松戸包括圏域）

およそ
150人

86人

25

医師
会
実施

市
実施

※令和２年度重複者を含む

6月１日アンケート送付（本庁）

６月１日アンケート送付



「フレイル予防」周知活動（チラシ同封・配架等）
周知先・周知方法 チラシのタイトル 対象者 部数 時期 連携先

支所・市民センター配架
「フレイルって何？」
「フレイルを予防する食事」
「口の手入れを忘れずに」

来所者 1,050部 R3年1月 市民自治課ほか

医師会会員医療機関 「フレイル予防５つのポイント」 来院者
2,500部

ポスター250部
R3年3月 松戸市医師会

歯科医師会会員医療機関
「オーラルフレイルに要注意」
「歯周病と糖尿病」

来院者
6,600部

ポスター220部
R3年3月 松戸歯科医師会

薬剤師会会員薬局
「フレイルって何？」
「毎食たんぱく質をとることが大切です」

来局者 12,500部 R3年3月 松戸薬剤師会

地域包括支援センター配布
「フレイルを予防して心も体も健康に」
「コロナフレイルに要注意」ほか

教室参加者など
1,500部

ポスター30部
R3年3月

地域包括ケア推
進課

地区組織連携
「コロナフレイルに要注意」
「まつどフレイル予防チャレンジ」

地域関係者 ４00部 R3年４月
地区長・地区社
会福祉協議会

歯科口腔健康診査受診券発送 「大切です！オーラルフレイル予防」 75歳到達者 約7,000部 R3年5月 国保年金課

元気応援くらぶ代表者へ電話 「まつどフレイル予防チャレンジ」 元気応援くらぶ参加者 約1,000部 R3年5月
地域包括ケア推

進課

はつらつクラブ（老人クラブ）定例会
「コロナフレイルに要注意」
「まつどフレイル予防チャレンジ」

はつらつクラブ代表者 650部 R3年5月 高齢者支援課

介護予防把握事業アンケート発送 「高齢期の虚弱（フレイル）に注意しましょう」 65・75歳到達者 約11,000部 R3年6月
地域包括ケア推

進課

健康推進員定例会 「まつどフレイル予防チャレンジ」 健康推進員 150部 R3年6月 健康推進課

老人福祉センター 「心身の機能をチェックしましょう」 アンケート回答者 400部 R3年6月 高齢者支援課

広報まつど健康づくり特集号（一部掲
載）

まつどフレイル予防キャッチフレーズ
新聞折り込み・未購読世帯配
布・駅・コンビニ

約178,600部
6月25日

号
健康推進課

後期高齢者医療保険料納付通知書発
送

「コロナフレイルにご用心」 後期高齢者被保険者全員 約70,000部 R3年7月 国保年金課

依頼のない団体にもかか
わる（ガイドラインよ

り）
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令和4
年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
ポピュ
レー
ション

フレイル予
防チャレン
ジ
健康教育
健康相談
イベント 元気応援

フェスタ
連絡通路掲
示（４w）

グラウン
ドゴルフ
大会

連絡通路
イベント
（１ｗ）

秋の健康
フェスティ
バル

ハイリ
スク

低栄養
（医師会）

R4対象者
設定・抽
出

アンケー
ト送付
集団・訪
問・電話

アンケート
送付

アンケー
ト送付

口腔機能低
下

アンケー
ト送付
訪問

健康状態不
明者

アンケー
ト送付

対象者訪
問

連携会
議ほか

第１回連
携会議

第２回連
携会議

（４）令和４年度のスケジュール

27
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